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個人研究者が作成したデータを共有するための東京大学空間情報科学研究センター
の活動
Activities promoting data sharing at the Center for Spatial Information Science, the Uni-
versity of Tokyo
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研究者が作成したデータを他の研究者も利用できるようにすることは科学の発展のために重要である。ただし研究者は
データ提供のボランティアではないため、自身の分析が終わるまではデータを公開しないといった選択があり得る。デー
タを公開する場合にも、利用者がデータの出所について論文中で明記することを望んだり、データに不備が見つかった
ような場合に利用者に連絡できるようにしたいといった要望があり得る。ただし、そのような管理を含むデータの配付
を個人の研究者が行うのは労力を要し、個人がデータの配付に利用できるウェブサイト等を運用していない場合もある。
さらに、個人の対応ではデータの存在が広く知られにくく、利用が促進されない可能性もある。これらの問題を解決す
る方法として、第三者的なデータを配付する機関の管理下でデータを公開する形が考えられる。
東京大学空間情報科学研究センターは、地理空間情報を用いた研究を行う共同利用・共同研究拠点として活動してい

る。同センターでは「空間データの利用を伴う共同研究」を行っており、センターが入手したデータを一定の規約の下
で全国あるいは海外の研究者に配付し、研究の活性化を行っている。データには行政機関や企業が作成したものと、個
人研究者が作成したものが含まれる。データの配付の際には利用者の情報や使用目的が登録されるため、データの提供
者はデータの使用状況を随時把握できる。また、データ配布のためのプラットフォームを個人が整備する必要がなくな
る。本発表では、このような東京大学空間情報科学研究センターの活動を紹介し、個人研究者が作成したデータの公開
に関する将来展望を述べる。
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